
3　世論調査・アンケート調査等

　　（１）　世論調査・アンケート調査

担当課 名　　　　称 調査の目的 調査項目 調査方法 対象地域 調査対象者及び人数 実施期間 調査機関 経　費

総合企画部
政策企画課

千葉県の地方創
生に係るアン
ケート

本県における地方創生の着実な実
現のためには、特に若い世代に居
住地として選ばれることが重要であ
り、就職や結婚・出産・子育て、住ま
い等に関する希望をかなえる環境
の整備などを進めることが必要であ
る。そのため、今後の本県の各種
施策をより効果的に実施していくた
め、県内の高等学校生や、大学生・
短期大学生を対象として、意識調査
（アンケート）を実施する。

・将来の進路や就職に関する希
望
・将来の居住地の希望
・千葉県が居住地として選ばれ
るために改善が必要なこと
・地域への興味・関心

・県内の大学・短期
大学（４校）にオンラ
インでアンケート実
施依頼。オンライン
で回答。
・県立・私立高等学
校（30校）に、アン
ケート調査票を郵送
し回答を郵送で回
収。

県内 ・大学・短期大学　計4校
（1,438人）
・県立高等学校・私立高等
学校　計30校　(1,148人)

令和３年６月
～９月

県 583千円

健康福祉部
健康づくり支
援課

生活習慣に関す
るアンケート調査

県民の健康に係る生活習慣の現状
を把握し、健康に関する課題を明ら
かにし、今後の健康づくり施策の推
進等に必要な基礎資料を得ること。

健康状態、栄養・食生活、身体
活動・運動、地域のつながり、休
養・心の健康、喫煙、飲酒、歯・
口腔、がん、健康診断、病気、健
康に関する情報、受動喫煙防止
の13項目

無作為に抽出した
県民に調査票を郵
送し、回収すること
により実施

県内全54市町村
を調査対象地域
とし、県内を13健
康福祉センター
と3市保健所の
16保健所圏に分
類してサンプル
抽出

満15歳以上の男女16,000
人
回収数　6,103人
有効回答数　5,957人

令和3年10月
～11月

県 8,317千円

健康福祉部
子育て支援課

子育て
アンケート

次世代育成支援対策の推進のため ・子どもを生み育てやすいと感じ
ているか
・子育てを楽しいと感じることが
多いか　等

1歳6か月児健診の
問診票の送付時に
アンケート用紙を同
封し、健診日当日に
回収

県内市町村 各市町村の1歳6か月児を
養育中の保護者
・配布数　6,198名
・回答数　4,720名

令和３年６月
〜令和４年２
月

県 無
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担当課 名　　　　称 調査の目的 調査項目 調査方法 対象地域 調査対象者及び人数 実施期間 調査機関 経　費

環境生活部
温暖化対策推
進課

千葉県地球温暖
化対策実行計画
改定基礎調査

千葉県地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）に示された主体ごと
の取組の実施状況を検証すると同
時に、次期計画の施策の検討材料
となる今後の取組に対する意向や
課題、新型コロナウイルス感染症が
ライフスタイル・ビジネススタイルに
与えた影響等を把握すること

（県民向け）
・地球温暖化対策に対する意識
・再生可能エネルギー・省エネル
ギーに関する設備設置の状況
等
・県の取組、県への意見など

（事業者向け）
・地球温暖化対策の取組につい
て
・新型コロナウイルス感染症流
行前と比べたビジネススタイル
の変化
・気候変動への適応・脱炭素社
会に関する取組

（県民向け）
インターネット調査

（事業者向け）
調査票を郵送配付
し、紙（郵送）、イン
ターネットまたはＦＡ
Ｘにより回答を回収

県内 ○県民
・597人

○事業者
・配付数3,000社
・回答数888件

（県民向け）
令和３年11
月10 日～13
日

（事業者向
け）
令和３年10
月29 日～11
月19 日

委託先
（株式会社創
建）

5,412千円
（その他委託
内容の費用

含む）

環境生活部
くらし安全推
進課

ヤング防犯ボラ
ンティア団体に
関するアンケート
調査

ヤング防犯ボランティア団体を対象
に、自主防犯活動の現状や課題等
を把握するため実施。

活動実績、地域との連帯状況、
県や市町村への要望など。

県内のヤング防犯
ボランティア団体あ
てに当課からメール
又は、直接郵送で
配布。

県内 ヤング防犯ボランティア
28団体

令和４年３月 県 無

環境生活部
県民生活課

千葉県ＮＰＯ法
人実態調査

千葉県県民活動推進計画の基礎資
料とするとともに、今後の県民活動
を推進する施策や事業展開の参考
資料とするため

団体（回答者）属性について
事業･活動全般の状況について
新型コロナウィルス感染症につ
いて
財政状況について
連携・協働について

調査票の郵送及び
ホームページ掲載
による告知
オンライン（電子申
請システム・電子
メール）及びFAXい
ずれかによる回答

全県 千葉県認証NPO法人およ
び千葉市認証NPO法人
　約2,000団体
有効回答数
　約800団体

令和3年
12月14日～
令和4年1月
31日

県 無
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担当課 名　　　　称 調査の目的 調査項目 調査方法 対象地域 調査対象者及び人数 実施期間 調査機関 経　費

商工労働部
雇用労働課

ワーク・ライフ・バ
ランス取組状況
調査

千葉県における企業の「仕事と生活
の調和（ワーク・ライフ・バランス）」
の実現に向けた今後の施策展開の
参考とするため、2年ごとに調査を
実施している。

・回答事業所の属性
・働き方改革等への取組状況
・長時間労働の是正
・年次有給休暇の取得促進
・不合理な待遇差の解消（同一
労働同一賃金）
・女性の活躍推進
・シニア社員の活躍推進
・職場におけるハラスメントの状
況
・仕事と育児・介護の両立支援
・テレワークについて
・ワーク・ライフ・バランス全般に
ついて

調査票の郵送配付・
郵送回収

県内 調査対象：県内事業所
3,600社
回答数：1,174件

令和3年7月9
日～8月31日

株式会社マー
ケティング・リ

サーチ・サービ
ス（一部委託）

1,076千円

農林水産部
流通販売課

千葉県産農林水
産物に関するア
ンケート

令和２年秋にデビューした米新品種
「粒すけ」の認知度や購入意向、各
ＰＲ施策への接触率等を調査し、今
後のＰＲ施策へ活用する。

・回答者の属性
・粒すけ、ふさおとめ、ふさこが
ね、チーバベリー、Ｑなっつ、希
房、おおまさりの認知度
・アヒージョ、米粉、米粉商品の
喫食経験
・粒すけの認知経路、購入経
験、購入場所、喫食満足度、今
後の購入意向、コシヒカリとの比
較
・米の購入意向、ブランド米のイ
メージ
・秋満月、Brilliant・Bellの認知度
・千葉県農林水産物等に関する
トピック・イベントの認知度

インターネット調査 東京23区、県内
全域

インターネット調査モニター
東京23区1,000、県内3,000
（ベイ1,000、東葛1,000、北
総500、九十九里・房総
500）

令和4年3月1
日～4日

楽天インサイト
株式会社（「水
稲新品種「粒す
け」ＰＲ業務」の
一部業務として
実施。当該業
務全体の受託
者は電通東日
本千葉支社）

2,600千円
（39,955.3千
円の内数）

県土整備部都
市整備局住宅
課

住まいに関する
意向調査

賃貸型応急住宅の入居者の住まい
の意向を把握するため実施

・入居者の氏名、年齢、連絡先、
収入
・被災時住所
・被災時の住居の種別
・再建方法や時期、地域の希望
・再建にあたっての課題

調査票の郵送配付・
郵送回収

県内 調査時点における賃貸型
応急住宅入居世帯　474世
帯

令和３年５月
～令和３年６
月

県 無
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担当課 名　　　　称 調査の目的 調査項目 調査方法 対象地域 調査対象者及び人数 実施期間 調査機関 経　費

企業局
業務振興課

県営水道お客様
アンケート

お客様サービス向上のため、お客
様からのご意見を収集し、事業運営
に役立てるため。

・水道水のおいしさ
・ＷＥＢ上での手続きや照会につ
いて
・県営水道の満足度及び期待す
ること。

ちば電子申請システ
ムによる回答

千葉県営水道の
給水区域

千葉県営水道の給水区域
に居住で、水道を使用して
いる方

令和3年10月
11日～令和4
年2月28日

県 無

教育庁教育振
興部
生涯学習課

令和３年度利用
者アンケート

さわやかちば県民プラザ利用者の
多様なニーズを把握し、サービスの
向上を図るため。

・さわやかちば県民プラザを利
用した際の感想・要望等

アンケート投函箱を
設置し、自由記述に
よって調査

県内全域 さわやかちば県民プラザ利
用者

有効回答人数16人

令和３年４月
～令和４年３
月

さわやかちば
県民プラザ

無

教育庁教育振
興部
生涯学習課

令和３年度利用
者アンケート

各県立図書館利用者の多様なニー
ズを把握し、サービスの向上を図る
ため。

・利用者層について
・図書館サービスについての満
足度
・図書館への来館理由
・図書館利用状況について

・各県立図書館にア
ンケート投函箱を設
置。直接配付及び
回収
・HPのアンケート
フォームから回答

県内全域(県立
図書館の利用
者)

図書館利用者
有効回答人数409人

令和3年10月
27日～11月9
日(読書週間
に合わせて)

各県立図書館 無

4
4


